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中小企業支援ネットひょうごでは、さらなる成長が見込める企業を
「成長期待企業」に選定し、複合的な支援をしています。このコー
ナーでは選定企業が誇る自慢の商品やサービスを紹介します。

向井鍛工㈱の

向井鍛工㈱　尼崎市西高洲町16-48
Ｔ06-6419-6961　H https://www.mukai-tanko.co.jp

⃝設立年：1957年　⃝代表取締役：向井康裕
⃝事業内容：電子材部品や特殊金属部品等の鍛造

新たに取り組んでいる熱処理加工

社員一丸となり“1日納品”を実現
高い技術力で全国から受注集まる

ハンマー鍛造

　工場内にインゴットをたたくハンマーの音が響きます。
「1,250℃まで熱したインゴットが冷えて硬くならないう
ちに手際よくたたくのがポイント」と向井康裕社長。強靭
さを増したビレットはひと回り小型のハンマーでさらにた
たいて形状精度を高めます。得意先に納品後は、薄く圧延
されて電子部品の材料に使用されます。また、一角では小
型ハンマーによる丸棒への鍛造も行われており、こちらは
最終的に研究開発用の試作材料になります。
　同社は創業106年目。5代目の向井社長が27年前に入社
してから10年ほどは採算が合わない状況でしたが、加工対

象を小型品にも広げるなどの努力で業績は上向きに。現在
は現場作業員11人が3台のハンマーと7台のフォークリフ
ト、4台のマニプレーターを駆使して手際よく仕事を回し
“1日納品”を可能にしたほか、下流の熱処理にも製品の幅
を広げたことで受注先が全国に広がりつつあります。
　じわりと圧をかけるプレス鍛造が主流になっても、ハン
マー鍛造にこだわってきた同社ですが、「将来は作業がよ
り安全なプレス鍛造を前段階で取り入れることも視野に入
れ、現場の働きやすい環境を整え、社員一丸となって仕事
の幅をさらに広げていきたい」と意気込みます。

高温に熱した特殊鋼の塊をハンマーでたたきます


